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大塚製薬の熱中症対策における取り組み
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熱中症の実態と農業における熱中症発生状況 秘

・熱中症で救急搬送される人の50%は65歳以上の高齢者

・熱中症死亡総数の80.9%は65歳以上の高齢者

・事故発生場所は、屋外の普通畑が105件、田が31件あり、農業ハウス等の施設内に
おいても22件発生しており、その数は少なくない (2007～2016年)

夏期の高温環境における農作業時には熱中症の危険性が高まる
特に高齢者に対する早期の熱中症予防対策は急務

農作業時の熱中症の実態を把握し、具体的な予防対策を講じることが重要

・農業従事者においても熱中症で死亡する事例が毎年見られ、2007年～2016年の
10年間で193件発生しており、70歳を超える高齢者による死亡災害が顕著
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農業従事者における熱中症および水分補給の実態調査

ハウス栽培作業における熱中症既往の有無

症状分からない人の内
実際熱中症発症の疑いがある人

無回答(1.2%)

(n=254) (n=126)(n=52)

自分では全くかかったことがないと思っていても
実際熱中症発症の疑いがある人

熱中症の疑いなし
(44.4%)

熱中症の疑いあり
(55.6%)

良くある・時々ある
(29.6%)

熱中症の疑いなし
(19.3%)

熱中症の疑いあり
(80.7%) 全くかかったことがない

(49.0%)

症状が
分からない
(20.2%)

飲む

農作業前 203名
(79.9%)*

農作業中 230名
(90.9%)

農作業後 220名
(86.6%)

農作業前、農作業中、農作業後の
水分補給状況

n=254, *p＜0.05 vs.作業中
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夏期暑熱環境下ハウス栽培作業時における農業従事者
の体温調節反応
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農業従事者の熱中症対策

高齢者ほど熱中症の危険性が高い!
水分補給が十分できていない！

1時間あたりの総発汗量：約669g
水分補給量：約237g (水分補給率は約36%)
1時間あたりの汗からの塩分損失量：約545mg

課題 対策

発汗により損失する水分・塩分量を補給できる
飲料を自発的に飲用する

特に高齢の農業従事者は、夏期農作業時に
塩分を含んだ水分の十分な補給が必要
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農業従事者の熱中症対策 JA共済との取り組み


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11

